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会 長   森下 千恵子   クラブ会長主題   「ワイズメンズクラブを楽しもう！」 

副会長   松川 厚子    国際会長主題   “Yes, we can change”[私たちは変えられる」  

会 計    山崎 純子      アジア太平洋地域会長主題 “Action” 「アクション」 

書 記   吉野 勝三郎   東日本区理事主題 「成せば、成る」No challenge, No fruit. 

   関東東部部長主題 「良いものを見つけ・つなげて、よくなろう」 

 

 

２０１９年4月の統計（4月20日・27日） 

 

在籍11名 出席者9名 出席率 82％ 

 

２０１９年 ５月 例会予告 
 

日 時：5 月 25 日（土）午後 4:00 ～ 7:00 

場所: 埼玉ＹＭＣＡ 川越センター 

議題： １．伊勢 国望さんから、川越センターの

施設を活用して計画中の、「子ども食堂」

について、話を聞きます。20 周年以降

の新しいＣＳ活動として検討して行き

たいと思いますので、多くの会員・知人

の出席を期待します。 

   ２．4月 27 日の 20周年記念例会・講演会・

懇親会など、一連の行事の反省会。 

     ３．6月例会の内容 

いよいよ今年度の例会もあと一回とな

りました。次年度に向けてのご意見など、

お寄せ下さい。 

 

埼玉 3 クラブ合同例会の報告 
 

吉野 勝三郎 

   

 今年、埼玉ＹＭＣＡが主催した、フィリピンワ

ークキャンプの報告会に参加しましたので、その

内容を報告します。 

 

 日時：2019 年 4 月 13 日 午後６：００～ 

 場所：埼玉ＹＭＣＡ所沢センター 

 

川越クラブからは、利根川夫妻、山本剛史郎、吉

田公代、吉野勝三郎の 5 人が出席しました。出席

者全員では、23 名でした。（下の写真参照） 

 

 
 

このフィリピンワークキャンプは、埼玉ＹＭＣ

Ａとそれに奉仕する、ワイズメンズクラブに大き

な影響を与えて来たイベントです。 

 

まずは、私達の川越ワイズメンズクラブの設立

に大きな役割を果たした、故工藤徹さんは、この

報告会に出席して、若者にこれほどの良い感化を

与えるイベントを企画・実行している YMCA の活

動に甚く感動して、川越にワイズメンズクラブを

設立する活動を始めたと聞いています。 

また、山本剛史郎さんは、1994 年にこの埼玉Ｙ

5 月の聖書 

 

主はわたしを青草の原に休ませ、 

憩いの水のほとりに伴い 

魂を生き返らせてくださる。 

 

旧約聖書 詩篇 23 章 2-3 節 

 

He makes me lie down in green pastures, 

He leads me besides quiet waters, 

He restores my soul. 

 

(Psalm 23: 2-3) 
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ＭＣＡが主催するフィリピンワークキャンプに参

加したのが、YMCA との接点であると、先日の川

越ワイズクラブ設立 20 周年記念の冊子に書いて

おられます。 

所沢クラブの大澤和子さんも、ご子息をこのフ

ィリピンワークキャンプに参加させたことがきっ

かけで、YMCA との絆ができたと聞いています。 

そのようなフィリピンワークキャンプが、連綿

と第 28 回を数えていることに感動を覚えます。今

年参加した大学 4 年生、大学 1 年生、中学 3 年生

の 3 名にとっては、生涯忘れられないだけでなく、

これからの人生に大きな影響を与えたフィリピン

ツアーであったであろうことに疑うべくもありま

せん。また、今年は、埼玉 YMCA の小谷全人総主

事と職員の布目蓮（れん）さんも参加され、内容

のあるワークキャンプとなったことの報告を聞く

ことができました。 

私達川越ワイズメンズクラブの物心両面での支

援がこのような形で用いられることは、ワイズメ

ンズクラブの目的に合致するので、引き続きサポ

ートして行きましょう。 

このような立派な報告書が作成されていますの

で、この報告書をご覧になりたい方は、埼玉ＹＭ

ＣＡにコンタクトしてください。 

 

 
川越ワイズメンズクラブ設立 20 周年記念例会～感謝

と御礼を込めて～ 

森下 千恵子 

       
 

 平成も最後の４月２７日土曜日に開催しました川

越ワイズメンズクラブ設立２０周年記念例会には多

数お運びいただき誠にありがとうございました。北は

盛岡から南は北九州まで遠路はるばる私たち川越ク

ラブの設立記念に来ていただき感激いたしました。心

が温かくなりました。懐かしい再会も初めましても、

お迎えするときは緊張するとともに嬉しい時間でも

あります。 

 １９９８年に設立し、この度２０周年を迎えた私た

ちですが、日本のワイズメンズクラブの歴史からみれ

ばまだまだこれからと激励をいただいたようにも思

います。 

 私は入会してたった８年目の会員です。ほとんどチ

ャーターメンバーの諸先輩のお膳立ての上で務めた

会長のお役でしたが、この川越ワイズメンズクラブの

歴史に関われたことは私にとって貴重な経験になり

ました。記念例会の準備を進める中で初めて聞く様々

なエピソードに感動したり、また設立時の話に入って

いけないもどかしさも感じることもありましたが、チ

ャーターメンバーの設立時の思いを感じることがで

きる機会となりました。これらの活動の積み重ねを絶

やさず次の世代につないでいく担い手にならねばと

改めて思いました。 

“２０周年を次の２０年へ！！”が今回の主題でし

たが、２０年とは言わず、ともとりあえず次の１０年

へ紡いでいきましょう。 

 川越ワイズメンズクラブ設立 20周年記念例会を通

して改めてワイズメンズクラブの結束の強さと温か

さを感じることができました。ワイズメンで良かった

と思います。 

 この会にご参加いただいた皆様、またご協力いただ

いた方々、そして常日頃より川越ワイズメンズクラブ

をお支えくださっているすべての方々に心より感謝

と御礼を申し上げます。 

 

 

川越ワイズメンズクラブ設立 20 周年記念例会

報告 
 

利根川恵子・太郎 

  

 平成も残り 4日となった平成 31年 4月 27日(土)に、

川越東武ホテルに於いて開催された川越ワイズメン

ズクラブ設立 20 周年記念例会は、メンバーが一丸と

なって見事なチームワークで大成功に終わらせるこ

とができたと思います。残念ながら、松川厚子副会長、

牛村永代ワイズは出席できませんでしたが、記念誌に

は寄稿があり、メンバー11 名の協力の賜物であること

に変わりはありません。またこの成功には、YMCA の

スタッフとサポーターの生川美樹さんの応援も忘れ

ることはできません。心からお礼を申し上げます。 

さらに、改元に伴う大型連休初日にもかかわらず、

北は盛岡から南は九州まで、67 名という多くの皆様が

お祝いに駆けつけてくだったことも、特筆に値する素

晴らしいことでした。ワイズの連帯には本当に心が熱



 

くなります。 

さて記念例会ですが、第一部は森下千恵子会長の開

会点鐘で始まり、所沢ワイズメンズクラブ会長の澁谷

弘祐牧師による聖書朗読・お祈り、（公財）埼玉 YMCA

総主事・代表理事小谷全人様、アジア太平洋地域会

長・田中博之様、東日本区理事・宮内友弥様のごあい

さつと進みました。その際に、埼玉 YMCA から 20 周

年の表彰盾をご恵贈戴き、大変良い記念となりました。

また、川越クラブからは、埼玉 YMCA 川越センター

にスチール書庫一基と会議椅子十脚を 20 周年の記念

として贈呈いたしました。 

 

   
 

第一部のハイライトは、吉野実行委員長による「川

越クラブ 20 年の歩み」のプレゼンテーションです。

山本剛史郎ワイズの写真データと恵子がスペイン語

の宿題として付けている日記から、かなり多くの懐か

しい写真をお目に掛けることができました。返す返す

も残念なのは、設立 10 周年記念 3 クラブ合同例会、

工藤徹ワイズを偲ぶ会の資料が無かったことです。今

回の 20 周年記念例会については、記念誌、記念例会

関係のデータの保存を肝に銘じています。 

 

 第二部の記念講演会は、山崎純子ワイズご紹介のベ

ーリ・ドゥエル氏による川越いも（紅あか）について

のご講演でした。ドゥエル氏は東京国際大学で教鞭を

執る傍ら、川越いもの歴史や川越の発展とサツマイモ

の関係などを研究なさり、現在は「川越いもの会」会

長をお務めです。紅あかチャリティ販売で YMCA サ

ービス・CS 活動を繰り広げる川越クラブにとって、

紅あかにまつわるお話は、20 周年記念にふさわしい最

高の記念講演となりました。ユーモアを交えた誠実な

語り口も、ドゥエル氏のお人柄がにじみ出ていて、今

後も折に触れ、ご指導いただきたいと思ったのは私だ

けでは無いと思います。 

 

   

 

 最後の第三部・懇親会は、衣笠輝夫・関東東部部長

の乾杯に始まり、親クラブ代表の東京クラブ・持田二

郎ワイズのごあいさつからは、川越センター開設の苦

労話まで飛び出し、持田さんのご功績の大きさを再認

識しました。また DBC の北九州クラブから駆けつけ

てくださった安東邦昭ワイズは、最初の奉職が東京

YMCA ということで共通の知人も多く、埼玉 YMCA

初代総主事の大場敏治さんが、安東さんの最初の上司

であったというのも奇遇なご縁です。 

 にぎやかにお話がはずむ会場に花を添えたのは、鎌

田政稔ワイズご紹介の毛利拓也カルテットのジャズ

演奏でした。参加者のなかの音楽通をうならせる見事

な演奏に、川越クラブ一同ちょっと鼻を高くしました。 

続いて、インタビューでは、湘南・沖縄部エクステ

ンション委員会委員長の辻剛ワイズと（仮）横浜つる

みクラブの初代会長・久保勝昭ワイズに新しいクラブ

をチャーターする思いを、アースディ・イン・川越実

行委員会委員長・武田侃蔵さんには 20 年におよぶ川

越クラブとの協働の深さを、クラブバナーをデザイン

した新井壽代さんにはバナーに込めた願いをそれぞ

れ伺いました。 

 

 
 

終わりに、田中博之・アジア太平洋地域会長を中心

に、伊達政宗に扮した山本ワイズの号令で 7 月の第 2

８回アジア太平洋地域大会のアピールを行い、吉野実

行委員長の謝辞をもって閉会となりました。 

「20 周年を次の 20 年へ」をモットーにした記念例

会でしたが、多くの方々に祝福され、次の 20 年に踏

み出すことができました。喜びと感謝をもって、これ

からもワイズ活動に精進しようと意を新たにした次

第です。ありがとうございました。 

 

ＹＭＣＡ報告 

 
＜アメリカからＮｅｗスタッフ採用＞ 

アメリカから新しいスタッフを採用しました。ベン

ジャミン退職後、こばと児童館中心に勤務し、名前は

Kamille Brashear（カミール）女性。彼女は埼玉ＹＭ

ＣＡのダイナミックサマーキャンプの受け入れ先で

もあるシカゴのWest Cook Yの元メンバーであり、3.11



 

の震災後に来日した West Cook YMCA 中高生ボランテ

ィアグループのメンバーです。現在、川越センター3

階に住んでおり、川越の金曜中学生クラスも担当して

います。機会がありましたらぜひ紹介させてください。 

 

 
 

＜川越ワイズ 20 周年記念寄贈品について＞ 

この度は、記念品をお贈りいただきありがと 

うございます。以下の記念品は大切に使わせて 

いただきます。 

スチール書庫 １つ ＊5月末納品予定 

会議イス １０脚 入荷済み 

 

河合 今日子 

 

 
 

（編集後記） 

 私は、思いもかけず、川越ワイズメンズクラブ 20

周年記念例会の実行委員長をおおせつかりました。利

根川さんの指示の下で、下働きで良いだろうなどと、

軽い気持ちで引き受けましたが、11 名のクラブでは、

傍観は許されません。 

その中でも、記念冊子の編集は本当に良い経験をさ

せてもらいました。何とか期限に間に合わせるように、

完全原稿を電子情報で印刷・製本会社に送信した時は、

充実感を味わいました。思った通りの冊子が完成した

ことで、更にその充実感が増しました。次の 20 年後

はどうなっているでしょうか。2039 年？？？  

 

 

 
 

風薫る 5 月！！ 山麓は新緑でも、谷川岳はまだ

雪に覆われている故郷、水上に行ってきました。

身も心もリフレッシュできました。故郷は何時行

っても暖かく迎えてくれることを嬉しく思いま

す。 

 5 月もワイズの活動に励みましょう。(K.Y.) 


